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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第26期

第３四半期
連結累計期間

第27期
第３四半期
連結累計期間

第26期

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年12月31日

自平成29年４月１日
至平成29年12月31日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

売上高 (千円) 59,995,565 59,443,618 81,344,039

経常利益又は経常損失（△） (千円) △119,912 546,216 588,959

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純損失（△）
(千円) △1,099,319 △640,593 △1,159,113

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △1,151,132 △552,035 △1,212,268

純資産額 (千円) 14,303,648 13,576,846 14,242,511

総資産額 (千円) 53,610,833 49,601,581 51,047,330

１株当たり四半期（当期）

純損失金額（△）
(円) △53.50 △31.18 △56.41

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
(円) － － －

自己資本比率 (％) 26.7 27.1 27.9

 

回次
第26期

第３四半期
連結会計期間

第27期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成28年10月１日
至平成28年12月31日

自平成29年10月１日
至平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額又は１株

当たり四半期純損失金額（△）
(円) △9.86 3.65

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半

期（当期）純損失金額であるため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、「事業活動を通じての社会への貢献」、「全従業員の物心両面の

幸福の追求」を経営理念とし、中古書籍等の小売店舗「BOOKOFF」や、「BOOKOFF」を中心に様々なリユース商材を

集めた大型複合店「BOOKOFF SUPER BAZAAR」、「BOOKOFF」にアパレル商材を複合させた「BOOKOFF PLUS」などの

リユースを切り口とした小売店舗の運営及びフランチャイズ事業を行っております。また、インターネット上で書

籍・ソフト等のリユースショップ「BOOKOFF Online」の運営、及び店舗型のビジネスに限定しないリユース業の運

営を行っております。

 

　当第３四半期連結累計期間において、各部門に関わる事業内容の変更と主要な関係会社における異動は以下のと

おりであります。

 

（リユース店舗事業）

　主な事業内容の異動はありません。

　なお、当社は、埼玉県でフランチャイズ店舗を運営する㈱マナスの全株式を平成29年４月に譲受け、同社は当社

の連結子会社となりました。

　また、非連結子会社でありました㈱ブックオフウィズを第１四半期連結会計期間より、同じく非連結子会社であ

りましたBOK MARKETING SDN.BHD.を第２四半期連結会計期間より、重要性が増したため連結の範囲に含めておりま

す。

 

（ブックオフオンライン事業）

　主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

 

（ハグオール事業）

　主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。

 

（その他）

　主な事業内容及び主要な関係会社の異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当第３四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

 

（１）業績の状況

　当社グループは『ものを捨てたくない人が、捨てない生活をするためのインフラとしての役割を果たすブックオ

フ』＝『捨てない人のブックオフ』を事業ミッションに掲げ、「ご家庭で不要となったものを、新しい持ち主のた

めに役立てる」という「リユース業」を中核事業とし、書籍・CD・DVD・ゲーム・家電・アパレル・スポーツ用品・

ベビー用品・雑貨など様々なジャンルのリユースを通じて循環型社会の実現に取り組んでおります。

　グループ経営理念の実現とさらなる事業成長を遂げるため、『グループの総合力を活かした仕入の最大化』、

『店舗並びにインターネットを通じて最大の販売効率の追求』の２つの方針に基づき、継続的な事業成長を実現し

てまいります。

　当連結会計年度は、持続可能な成長に向けた取り組みを実施できる状態になるために、「ハグオール事業の抜本

的改革」と「リユース店舗事業の収益力強化」により収益安定化を早期に実現してまいります。

　「リユース店舗事業」では、国内を５つの地域営業部で運営することにより、新規商材の追加とネット販売の活用

について１つ１つの店舗の状況に応じて変化させることに加え、各店における店舗運営力を高めることで収益力を向

上させます。このような経営方針の下、「BOOKOFF」を中心に様々なリユース商材を集めた大型複合店「BOOKOFF

SUPER BAZAAR」と「BOOKOFF」にアパレル商材を複合させた「BOOKOFF PLUS」を当社グループの中核パッケージとし

て出店とリニューアルの促進をはかっており、当第３四半期連結累計期間において、「BOOKOFF SUPER BAZAAR」を３

店舗出店しました。また「BOOKOFF」単独店から「BOOKOFF PLUS」へのリニューアルを２店舗実施しました。

　「ハグオール事業」では、物流センターの圧縮・適正化を行うとともに、「富裕層向けの買取サービス」を主軸

として訪問型買取及び百貨店内での買取窓口サービスに集中して収益化を目指してまいりました。

　これらの結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高59,443百万円（前年同四半期比0.9％減）、営業利益

175百万円（前年同四半期は営業損失512百万円）、経常利益546百万円（前年同四半期は経常損失119百万円）、親会

社株主に帰属する四半期純損失640百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失1,099百万円）となり

ました。

　「ハグオール事業」が、当連結会計年度において営業損失となる見込となったことから、第２四半期連結累計期間

に㈱ハグオールが保有する固定資産について減損損失を計上しました。その結果、当第３四半期連結累計期間は親会

社株主に帰属する四半期純損失となりました。

　各セグメント別の売上状況は以下のとおりです。

 

（リユース店舗事業）

　当セグメント第３四半期連結累計期間業績は、売上高52,177百万円（前年同四半期比0.8％減）となりました。

　当第３四半期連結累計期間の出店は、グループ直営店４店舗、FC加盟店２店舗となりました。また閉店はグループ

直営店９店舗、FC加盟店６店舗（同一建物内の複数店舗を１つの屋号に統合したことによる閉店１店舗を含む）とな

りました。

　前連結会計年度に引き続き「BOOKOFF」既存店において、中古家電の買取・販売、店舗商品のヤフオク!による

ネット販売、買取及び販売機能向上のため店舗パートアルバイトスタッフの教育研修を積極的に推進しました。新

規大型複合店の出店、及び㈱ブックオフウィズの連結子会社化等で売上高が増加した一方で、既存店の書籍、ソフ

トメディア、アパレル等の売上高が減少したこと等により、減収となりました。

 

EDINET提出書類

ブックオフコーポレーション株式会社(E03430)

四半期報告書

 4/18



 

（ブックオフオンライン事業）

　当セグメント第３四半期連結累計期間業績は、売上高4,538百万円（前年同四半期比5.4％減）となりました。

　前連結会計年度に引き続き、顧客データ活用によるECサイト改善等を推進した他、第１四半期連結累計期間より

ヤフーショッピングを、第３四半期連結累計期間よりアマゾンを販売チャネルに加えることで、売上拡充を推進し

ました。しかしながら書籍の売上が減少したこと等により、減収となりました。

 

（ハグオール事業）

　当セグメント第３四半期連結累計期間業績は、売上高1,743百万円（前年同四半期比12.3％増）となりました。

　前連結会計年度に引き続き、東京23区内を中心にした訪問買取サービスに加え、複数の百貨店内での「総合買取

ご相談窓口」の運営等、積極的な買取施策を推進しました。それに伴い、主要な販路であるECサイトでの販売の

他、催事販売等が奏功し増収となりました。

 
（その他）

　当セグメント第３四半期連結累計期間業績は、売上高984百万円（前年同四半期比7.2％減）となりました。

　当第３四半期連結累計期間の閉店は、グループ直営店１店舗となりました。

 

（２）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。

 

（５）財政状態の分析

（流動資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産残高は32,337百万円（前連結会計年度末は32,567百万円）となり、

230百万円減少しました。商品が437百万円増加、その他流動資産が226百万円増加した一方で、現金及び預金が916百

万円減少したことが主な要因です。

 

（固定資産）

　当第３四半期連結会計期間末における固定資産残高は17,263百万円（前連結会計年度末は18,479百万円）となり、

1,215百万円減少しました。無形固定資産が３百万円増加した一方で、店舗閉鎖や減損損失計上等で有形固定資産が

752百万円減少、㈱ブックオフウィズとBOK MARKETING SDN.BHD.の連結子会社化により関係会社株式が減少したこと

等で投資その他の資産が466百万円減少したことが主な要因です。

 

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における負債残高は36,024百万円（前連結会計年度末は36,804百万円）となり、780

百万円減少しました。買掛金が191百万円増加した一方で、法人税等の納付により未払法人税等が537百万円減少、銀

行借入金の返済により借入金が569百万円減少したことが主な要因です。

 

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産残高は13,576百万円（前連結会計年度末は14,242百万円）となり、

665百万円減少しました。㈱ブックオフウィズとBOK MARKETING SDN.BHD.の連結子会社化により非支配株主持分が137

百万円増加した一方で、親会社株主に帰属する四半期純損失となったことや剰余金の配当を実施したこと等により利

益剰余金が893百万円減少したことが主な要因です。

EDINET提出書類

ブックオフコーポレーション株式会社(E03430)

四半期報告書

 5/18



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）

（平成29年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年２月９日）

上場金融商品取引所名ま
たは登録認可金融商品取
引業協会名

内容

普通株式 22,573,200 22,573,200
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株

計 22,573,200 22,573,200 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高
  （株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額

（千円）

資本準備金残
高

（千円）

平成29年10月１日～

平成29年12月31日
－ 22,573,200 － 3,652,394 － 3,846,183

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 2,025,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 20,534,500 205,345 －

単元未満株式 普通株式 13,000 － 　単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 22,573,200 － －

総株主の議決権 － 205,345 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、㈱証券保管振替機構名義の株式が400株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成29年９月30日現在
 

所有者の氏名または
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ブックオフコーポレー
ション㈱

神奈川県相模原市
南区古淵二丁目14
番20号

2,025,700 － 2,025,700 8.97

計 － 2,025,700 － 2,025,700 8.97

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 15,268,310 14,351,381

受取手形及び売掛金 1,617,922 1,640,746

商品 12,614,825 13,052,484

その他 3,071,754 3,298,438

貸倒引当金 △4,906 △5,324

流動資産合計 32,567,906 32,337,726

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,920,351 4,410,471

リース資産（純額） 1,924,159 1,729,330

その他（純額） 1,000,544 952,332

有形固定資産合計 7,845,056 7,092,134

無形固定資産   

のれん 268,447 237,855

その他 1,152,616 1,186,567

無形固定資産合計 1,421,064 1,424,423

投資その他の資産   

差入保証金 8,186,531 8,026,906

その他 1,117,053 794,999

貸倒引当金 △90,281 △74,608

投資その他の資産合計 9,213,303 8,747,297

固定資産合計 18,479,423 17,263,855

資産合計 51,047,330 49,601,581
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 343,217 534,961

短期借入金 6,539,191 7,751,257

1年内返済予定の長期借入金 3,664,791 4,158,182

1年内償還予定の新株予約権付社債 － 7,700,000

リース債務 389,489 402,523

未払法人税等 767,005 229,468

賞与引当金 282,460 111,212

売上割戻引当金 630,262 684,532

株主優待引当金 64,297 28,853

店舗閉鎖損失引当金 49,919 51,465

その他 3,905,774 4,208,465

流動負債合計 16,636,409 25,860,923

固定負債   

新株予約権付社債 7,700,000 －

長期借入金 8,925,930 6,650,552

資産除去債務 1,573,962 1,713,666

リース債務 1,573,967 1,375,752

その他 394,550 423,840

固定負債合計 20,168,409 10,163,812

負債合計 36,804,818 36,024,735

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,652,394 3,652,394

資本剰余金 4,187,003 4,192,922

利益剰余金 7,747,457 6,854,457

自己株式 △1,260,826 △1,255,574

株主資本合計 14,326,028 13,444,198

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 53,057 110,280

為替換算調整勘定 △136,574 △114,780

その他の包括利益累計額合計 △83,516 △4,500

非支配株主持分 － 137,147

純資産合計 14,242,511 13,576,846

負債純資産合計 51,047,330 49,601,581
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 59,995,565 59,443,618

売上原価 24,776,329 24,444,246

売上総利益 35,219,236 34,999,372

販売費及び一般管理費 35,731,856 34,823,735

営業利益又は営業損失（△） △512,620 175,637

営業外収益   

自動販売機等設置料収入 110,137 100,399

古紙等リサイクル収入 291,045 282,485

その他 184,389 197,447

営業外収益合計 585,571 580,332

営業外費用   

支払利息 139,859 129,845

持分法による投資損失 4,553 3,484

その他 48,451 76,423

営業外費用合計 192,863 209,753

経常利益又は経常損失（△） △119,912 546,216

特別利益   

移転補償金 － 36,000

負ののれん発生益 － 20,476

特別利益合計 － 56,476

特別損失   

投資有価証券評価損 － 1,322

店舗閉鎖損失 12,171 7,782

店舗閉鎖損失引当金繰入額 35,922 51,465

固定資産除却損 23,921 19,849

減損損失 202,024 619,887

災害による損失 13,619 －

特別損失合計 287,658 700,306

税金等調整前四半期純損失（△） △407,571 △97,614

法人税、住民税及び事業税 270,200 335,654

法人税等調整額 421,547 202,483

法人税等合計 691,748 538,137

四半期純損失（△） △1,099,319 △635,751

非支配株主に帰属する四半期純利益 － 4,841

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △1,099,319 △640,593
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

四半期純損失（△） △1,099,319 △635,751

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 4,214 51,697

為替換算調整勘定 △58,598 26,502

持分法適用会社に対する持分相当額 2,571 5,515

その他の包括利益合計 △51,813 83,716

四半期包括利益 △1,151,132 △552,035

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,151,132 △557,527

非支配株主に係る四半期包括利益 － 5,492
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

　第１四半期連結会計期間より、㈱マナスの株式を取得したため連結の範囲に含めております。また、非連結

子会社でありました㈱ブックオフウィズは、重要性が増したため連結の範囲に含めております。

　第２四半期連結会計期間より、非連結子会社でありましたBOK MARKETING SDN.BHD.は、重要性が増したため

連結の範囲に含めております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行11行と当座貸越契約を締結しております。この契約に

基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成29年12月31日）

当座貸越極度額の総額 9,860,000千円 9,950,002千円

借入実行残高 3,560,004 4,708,336

差引額 6,299,996 5,241,666

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３

四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却

額は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

減価償却費 1,516,137千円 1,357,248千円

のれんの償却額 80,220 67,077
 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成28年６月25日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 513,685 25 平成28年３月31日 平成28年６月27日

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成29年６月24日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 205,474 10 平成29年３月31日 平成29年６月26日

（注）配当金の総額には、連結子会社が保有する当社普通株式に対する配当金が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）

合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額 
リユース店舗

事業

ブックオフ

オンライン

事業

ハグオール

事業
計

売上高         

外部顧客への売上高 52,583,030 4,798,661 1,553,104 58,934,796 1,060,769 59,995,565 － 59,995,565

セグメント間の内部

売上高又は振替高
202,145 1,041,388 814 1,244,349 266,930 1,511,279 △1,511,279 －

計 52,785,175 5,840,050 1,553,918 60,179,145 1,327,700 61,506,845 △1,511,279 59,995,565

セグメント利益又は

損失(△)
1,029,060 220,428 △163,495 1,085,993 △67,581 1,018,412 △1,531,032 △512,620

（注）「その他」は、当社グループ直営の新刊書店の運営、各事業の店舗の内外装工事の企画・設計施工及びブック

レビューコミュニティサイトの運営等を行っております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,085,993

「その他」区分の利益 △67,581

セグメント間取引消去 44,528

全社費用（注） △1,575,561

四半期連結損益計算書の営業損失 △512,620

（注）全社費用は、主に当社の管理部門等に係る費用であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「リユース店舗事業」及び「ハグオール事業」セグメントにおいて、営業活動から生じる損益が継続

してマイナスの店舗で、今後も収益改善の可能性が低いと判断した店舗及び使用範囲の変更により回収

可能価額を著しく低下させる変化があった店舗等について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該

減少額を減損損失として特別損失に計上いたしました。

　当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては202,024千円であり、セグメントごと

の減損損失の計上額は以下のとおりです。

　「リユース店舗事業」セグメントにおける減損損失の計上額は、172,876千円であります。

　「ハグオール事業」セグメントにおける減損損失の計上額は、29,147千円であります。

 

（のれんの金額の重要な変動）

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）

合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額 
リユース店舗

事業

ブックオフ

オンライン

事業

ハグオール

事業
計

売上高         

外部顧客への売上高 52,177,091 4,538,437 1,743,839 58,459,368 984,250 59,443,618 － 59,443,618

セグメント間の内部

売上高又は振替高
27,993 933,285 197,003 1,158,281 289,089 1,447,371 △1,447,371 －

計 52,205,084 5,471,722 1,940,842 59,617,650 1,273,339 60,890,989 △1,447,371 59,443,618

セグメント利益又は

損失(△)
2,309,569 144,378 △736,746 1,717,202 △91,499 1,625,702 △1,450,065 175,637

（注）「その他」は、当社グループ直営の新刊書店の運営、各事業の店舗の内外装工事の企画・設計施工及びブック

レビューコミュニティサイトの運営等を行っております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,717,202

「その他」区分の利益 △91,499

セグメント間取引消去 100,391

全社費用（注） △1,550,456

四半期連結損益計算書の営業利益 175,637

（注）全社費用は、主に当社の管理部門等に係る費用であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「リユース店舗事業」、「ブックオフオンライン事業」及び「ハグオール事業」セグメントにおい

て、営業活動から生じる損益が継続してマイナスの店舗及び設備で、今後も収益改善の可能性が低いと

判断した店舗及び使用範囲の変更により回収可能価額を著しく低下させる変化があった店舗及び設備に

ついて、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしまし

た。

　当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては619,887千円であり、セグメントごと

の減損損失の計上額は以下のとおりです。

　「リユース店舗事業」セグメントにおける減損損失の計上額は、142,885千円であります。

　「ブックオフオンライン事業」セグメントにおける減損損失の計上額は、78,100千円であります。

　「ハグオール事業」セグメントにおける減損損失の計上額は、392,888千円であります。

 

（のれんの金額の重要な変動）

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

（重要な負ののれん発生益）

第１四半期連結累計期間において、「リユース店舗事業」セグメントで㈱マナスを取得したことによ

り、負ののれん発生益を20,476千円計上いたしました。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △53円50銭 △31円18銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額

（△）（千円）
△1,099,319 △640,593

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純損失金額（△）（千円）
△1,099,319 △640,593

普通株式の期中平均株式数（千株） 20,547 20,547

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

金額であるため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
   

 

   平成30年２月９日

ブックオフコーポレーション株式会社　

取　締　役　会　　　　　御中
   

 

 有 限 責 任 監 査 法 人 ト ー マ ツ 

 

 指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 岡 　本 　健 一 郎 　　 印

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員

 
公認会計士 阪 　田 　大 　門 　 　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているブックオフコー

ポレーション株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成

29年10月１日から平成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ブックオフコーポレーション株式会社及び連結子会社の平成29年

12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は

当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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